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アートギャラリー

HARTプ ロジェク トー小児処置室の空間デザイン

岡 本 清 文

学 内共 同研 究 「新 しい医療 環境一HospitalAmenityの 研 究開発』 の一環でお

こなった空 間デザ イ ン事例 として、小児病棟内 の処置室 の改善 を報告す る。

処置室は患者に直接的な医療行為を施す部屋 として病院内における核施設の一つ

ではあるが、患者側にとっては時に大 きな苦痛や緊張を伴う空間であり、 とりわけ

経験や知識の少ない小児患者には、この小さな部屋は恐怖心を抱かせる対象 となっ

ている。小児病棟側か らリクエス トされた改善テーマは、小児患者の視点に立った

処置室の在 り方。その基盤 となるキーワー ドは 「恐怖緩和」である。単に子 ども向

けの楽 しい室内装飾を施す 目的ではなく、彼 ら(あ るいは我々患者一般)に とって

の恐怖心をいかに和 らげ、同時に施療側にとっても治療 しやすい環境を目指 して設

計 した。

1,現 状分析

現地調査
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見慣れた処置室の状況であるが、こういう風景の全容が小児患者にとって恐怖心

を醸 し出している。例えば棚や収納引 き出しの内部が見えていて、中に積み重なっ
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ている箱類は、苦痛を伴 う医療器具のス トックのように見える。様々な器物が壁か

らぶ ら下がったり乱雑に置かれていたりする。難 しそうな表記が部屋中に散在 して

いる。一方で白いカバーが掛けられた機械は実体が見えないが故に不安を煽る。医

療スタッフの使いやすさか らしつ らえられた結果であるが、医療行為にとってはご

く当たり前のこうい うなんで もない視覚情報は、小児にとっては緊張を強い、痛み

へのイメージと関連 し、恐怖心に繋がる。

初めての現地調査で特に気になったことは、処置台の枕元におかれたゴミ箱であ

る。患者が うつ伏せになった時(腰 椎穿刺時など)の 目線で撮ったのが右のアング

ルである。 目の前に置かれたゴミ箱の蓋が開け閉めされるたびに、血の付いた廃棄

物が見え隠れして否が応で も恐怖が募る。この指摘でゴミ箱の位置はす ぐに変更さ

れた。

「患者 目線」 とは医療現場で盛んに言われている言葉ではあるが、今 まで誰 もこ

ういう状況についての疑問を呈 し得なかったことは事実である。医療側の不備 とい

うよりも、外部から多角的な目線や指摘が加わることの重要性を認識 した。
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処置台に仰向けになった状態で見 える光景。む き出 しの蛍光灯が平均照度分布

のみを考えて適当に配置 された天井。医療施設ほど天井をじっくり眺める空間は

ない。 しか し医療側は常に患者を見下ろしているので、なかなかこのような患者

側の視点を想像 し得ない。

天井 に配置 されるものは、照明やス プリンクラー、煙感知器、空調吹 き出 し、

ス ピーカーなど主に設備関係であ り、いずれも法的、機能的に必要な ものがほ と

んどであるが、今回は天井のデザインを熟考する必要がある。

～

最 も衝撃 をうけたのは拘束器具である。血液採種など暴 れては危険な処置の際

はどうしてもこの小 さなネッ トに小児を包み込んで拘束する。看護士や親が、泣

き叫ぶ子供の身体 を押 さえつけて治療することもあるが、保護者が介添えできな

い場合や看護士の人出が足 りない時はこの器具を使わざるを得ない。医療現場の

リアリティを実感する。
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この器具 を使 う回数 を少 しで も減 らす工夫がないか。デザイ ンとはそれを異

なった角度か ら解決する知恵である。

平面計画分析
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改善の骨子 として、

1,処 置の妨げにならないよう通 り抜けの動線を廃止 し、出入口を1箇 所とする。

2,処 置室に直接関係のない機器類は全て室外に出す。

3,研 修医用の見学窓の位置 を処置台のサイ ド面から足元に変える。 こうす るこ

とによって視線の交差を避け患者が外か ら見 られている気配を軽減する。
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2,提 案

インテ リアデザイン

前述の現状分析 を踏 まえて改修案 を設計 した。機能面に加えて全体的な雰囲気

は、医療施設特有の色彩や形状、素材 を見直 し、自分の家や友達の部屋 にいるよ

うな温かいインテリア空間とする。インテリアデザインは患者の心理的効果 とし

て緊張、恐怖緩和に大 きく寄与する。

イ メ ー ジパ ース

家具デザイン

この部屋のために全ての家具をオリジナルデザインとして別注 した。その中で

も処置台に関 しては、従来の拘束器具(前 述)に 取 り変わる工夫 として、〈やわ

らかな拘束〉というもの を考えた。 カリフォルニアの作業療法士であるジー ン ・

エアーズは、多 くの自閉症児 に効果 を上げる 「感覚統合」 と呼ばれる療育法 を考

案 した。その中で快い圧迫感が神経組織を鎮める効果があることか ら、バ グ ・マ

シーンとい う締め付け機を開発 している。
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このアイデアを展開して、身体を包むように程度な拘東力が働 くような処置台を

考案 した。すなわち中心部 と周辺部のクッション性を極度に変え、寝るとゆっくり

と体が沈み込み、周 りか ら包まれるような構造になっている。また全体を超低反発

ウレタンで覆い、衝撃を人肌のような独特の触覚で吸収する。表層材は血液や薬品

などの対応か ら防水性が要求されるが、同時になめ らかな伸縮性 も要る。こういう

素材は一般に流通 してお らず、業界大手のパラマウントベ ッド社の協力で、素材提

供をしてもらい制作 した。
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周辺部はベニヤで囲み、医師が腰掛ける時の

対応としている。逆に中心部は凹ませ最 も柔

らかなクッション材 を充填。その後全体を超

低反発ウレタンで包み込む。

特殊素材でカバー したところ。2色 に分けて

いるのは、片面は沈み込み仕様、裏返せば全

面硬い仕様となっていて、治療内容に応 じて

使い分ける。

照明デザイン

天井計画は今回の改修にあたって大 きなテーマのひとつであった。小児患者が治

療中最 も長い時間見ているのは天井である。意識を分散させ、恐怖緩和するために

ユニークな照明器具 を設置 した。この基本アイデアは東京 を中心に活躍するアー

ティス トグループ、ア トリエオモヤによる作品 「光で遊ぶ』である。以前ある展覧

会で彼 らの作品を見て印象深 く残っていた。作家 と打ち合わせを重ね、医療施設に

作品を取 り入れることを前提にア ドバイスをもらって制作 した。
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部屋全体 の照 明計画 として、処置台直下 を明 る くし、反対 側の壁 ぎわ にはダウ ン

ライ トを配置 して、 ウォール ウォッシャーの効果 を演出 した。機能性 を考 えなが ら室

内光の強弱 を付 けることで空間に立体 感が生 まれ、落ち着 きが出る。処置の前後や静

か に脈 を計測す る時 はダウ ンライ トのみ点灯 し、光 を絞 って灰か な明か りのみ に落

とす。幾つかのシー ンに合わせ た照明設定がシーンコン トロー ラー とい うコンピュー

ター制御装置 によってス イ ッチーつ で自動 的に切 り替 わる。照明デザ インで空 間イ

メージが激変 し、恐怖緩和効果は大 きい。(資 料提供 パ ナソニック)

グラフィックデザイン

単 なる装飾物 として飾 り付 けるのではな く、子供 たちの興味 を引 き、意識 を分散

させるための道具 として様 々なグラフィックデザインを施 した。木の絵 はよ く見れば

葉 っぱがそれぞれアル ファベ ッ トになって、マグネッ トで自由に組み合 わせて遊ぶ こ

とがで きる。床 に描かれた水 の模様 は、外か ら見 れば水 たま りであるが、中か ら見 る

と大 きな池 になっているという一種のだまし絵である。(写 真左下)

ベ ッ ド際の壁面 にあえて小 さ く描かれているのは、様 々な物語性 を感 じる絵で、鯨

が船になっていた り、鉛筆でで きたお城 だった り、 よ く見ればいろんな発見が楽 しめ

る。キャラクターなど一瞬で解 って しまう絵柄 ではな く、そ こに少 しで も長い時間気

が行 く事で治療 の苦痛 を忘 れる一助 になるのではないか と考 えた。(写 真右下)
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PPEの デザ イン

処置 台の枕 元壁 にはPPEと いって、様 々な個 人防護用具 が集約 されてい る。マ

ス ク、手袋、防護エ プロ ンな どの箱が雑然 と掛 け られてお り圧迫感があ る。それ ら

は使い捨 てで頻繁 に取 り替 えるか ら収納家具 な どに隠す こ ともで きない。そ こで考

えたのが オーバ ーケ ースで ある。 ティ ッシュケ ース のようにパ ッケ ージ本体 を更 に

ケ ースで覆 うこ とで統一 感の ない箱 のデザ インが直接見 えない。「水」 を共通テー

マ にイラス トを施 した アクリルケ ース を作 った。マ グネ ッ トで壁のスチ ールパ ネル

に任意 に取 り付 け られ る。

それ まで無機質であ った医療用具が、一気 に面 白い風景 に変 わる。子供 に とって

は、使 う行為そ の ものが楽 しげな遊 びになる。

現状 改修後

一34一 (125)



HARTプ ロジェク トー小児処置室の空間デザイン 岡本

3,完 成形

冒頭で述べ たように、 この プロジェク トは単純 に綺麗 な小 ども部屋 を作 る 目的で

はない。小児 患者 は0才 か ら16才 くらい の男女 を包括す る。極 端 に幼児 向けの イ

ンテ リアは年上 の患者 に とって はむ しろ不快感 を催す こ とに繋が る。そ うい う考慮

もあ り、 イ ンテ リアは大人で も許容で きるような幅 を もたせた。繰 り返すが、デザ

インの コ ンセプ トは 『患者 目線』 と 『恐怖緩和』で ある。素材、家具、照明、 グラ

フィ ック、配置計画、動線計画、色彩計画 な ど、あ らゆる要素が コンセ プ トに沿 う

べ く理論的根拠 を確かめ なが ら設計 を した。
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改修前

改修後
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4,ま と め

この計 画 はHARTプ ロ ジェク トの空間提 案課題 と して2009年 にス ター トした

が、工費や 院内調整 な ど予想以上のハ ー ドルが あ り、竣工が1年 伸 びた。約1年 強

にわた って院内サ ー ビス 向上 ・業務改 善委員 会、小児 病棟 や施設課 との打 ち合 わ

せ を繰 り返 して きたが、様 々の立場上 で意見 が別 れ、案が決 定 しない場面 も多 く

あ った。病 院側 に とって も、通常行 なってい る施工業者任 せの改修工事 では な く、

設計者が監修 した改修 はほぼ初 めての経験で、 こち らの意図が十分 に伝 わ らずお互

い に戸惑い、齪齪、誤解が数多 く生 じた。そ うい う中で、精力的 にプロジェク トを

推進 して くれたのが チ ャイル ドライ フスペ シ ャリス ト(以 下CLS)上 田素子 氏で

あ る。

CLSと はまだ 日本 では聞 きなれ ない職 能 だが、 医療 環境 にあ る子 ど もや その家

族 に、心理社会 的支援 をす る専 門職 である。 自 らの意見や要望 を医師や看護士 に上

手 く伝 え られない小児患者 の立場 に立 って、患者 と医療側 を結ぶ役割 を果 た してい

る。近大 附属病 院では比較 的早 くか らCLSを 導入 してい る。 当初 は小児患者 向 け

の医療用玩具 を作 って くれ ないか という上 田氏 の小 さな要望が、やがて小児処置室

全体 の改修 計画 につ なが ってい った。 この ようなプロジェ ク トが実 を結 んだの は、

医療現場 の 中に従 来のス タ ッフとは異 なったCLSと い う第三 の視 点が存在 した こ

とが大 きい と思 う。そ こへ芸術 とい う第四の視点が加 わって、新 しい ホス ピタルア

メニティ開発 に繋 げるこ とがHARTプ ロジェク トの 目標 である。

竣工後の小児科ス タ ッフへの ヒア リングで は、全体的 に明 るい イメージになった

ので、処置室 に対す る患者側の 印象 も変 わった とい う好評価の反面、処置ベ ッ ドの

使 い方や 中が見 えない収納 による不便 さな ど、新 しい試み に対 してのマ イナス評価

もあ り、今後の課題 としたい。 また、小児患者への ア ンケー トによれ ば、 もっ とも

好評 なのは光で遊ぶ照明で ある。

多岐 にわたった改善案の 中で、最後 まで解決策が見つか らなか ったのが ゴ ミ箱の

処理 で ある。内容物 ご とに、一般 ゴミ、針 や鋭利 な もの、感 染性廃 棄物、非 感染

性廃棄物 と細か く分別 され てい る。 それぞれ に仰 々 しい文字で大 きく表記 され たゴ

ミ箱が4,5個 並 んでいて、見てい るだけで緊張感 を強い る。病院全体 の統 一 シス
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テムに組み入れ られているだけに小児病棟単独のデザインは出来ない。ゴミ箱に限

らずこのような事例がまだいくつ も潜在 していることがこの計画を通 じ再確認で き

た。小児患者のみならず、全ての患者視点 として、ホスピタルアメニティとは何か

を全病棟で考慮 してゆく必要がある。

プ ロジェク ト協力

グラフイ ックデザ イ ン

照明 デザ イ ン

家具デザイン、制作

前 田大介、平林涼子(共 に芸術学科卒業生)

鈴木太郎、小松宏誠(ア トリエ オモヤ)、

株式会社パ ナソニ ック、東 レ株式会社

パ ラマ ウ ン トベ ッ ド、ThomasPerry
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